




Study on the Characteristics of the Air4 Sampler 
















る。 X，"首公UI~J!話機を1'd1.lJ してのさを調ピル内でも作動l時には相当高率な除臨効:l.Rがム1られるが， 停止
時には全く外気lζ追随した変動型になる乙となども明らかにした山。
以上の4~実にかんがみ大阪市内において年聞を通じての浮滋陸挨の実熊と気象必ぷとの闘i単位等の
解析を行う目的で昭和活年 9 月~39年 9月の期間炉紙式 Air 5初 plerによる測定を行った。
我国各都市においても現在大気汚染iζ関して各種の調査研究がなされているが，その方法はDepo-
sit Guage による降下煤燈の測定が300例処， Air Sampler， 502濃度その他lζよる継続的測定が20
個処ほどという。




























ると管内の風速は 1.5m/sec程度になる。米国の A.1. S. 1. Air Samplerは 25ft3/ min (17.7 l / 
min)で我国のより吸引量は大きくなっている。 これが風を考慮してのものかどうか不明であるが，
室内外の浮在住盛濃度を比較する場合などに外気風速に彰響されては不都合である。 l汲引パイプの長さ
についても問題であるが，これについては三浦氏は 15m位迄はパイプに付着してしまう という ζ と
はないとしているゆ》。
以上のととから議内において二述式 AirSampler の一方のパイ プl汲引口に扇風機によ り )ili~を与え
他方のパイプは無風状熊の例処におき，ともに本計総の基準の10t /minの吸引量で吸引したものの
叫度を比較した結果が図 1 ~図 4である。
要約して述べると，
( 24 ) 
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月 1 1月 1 2月 13月 14月 15月 16月 17月 1 8月 19月 110月 111月 |悶 1金年平均
風速 (mj附 1 3. 1 1 3. 0 1 3. 0 1 2. 9 1 2. 7 1 2. 6 1 幻 I 2. 6 1 2.5 1 2.3 I 2.5 1 3.0 1 2.7 









































図 5 図 6
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2. 3 二違式 AirSamplerの吸引量の検討
我国の AirSamplerは前述の械に10t /minの吸引量が基準になっている。二述式を使用して室
内外等を測定比較する場合は同l及引量で行'うのが普通であるが吸引量の検討を含めて二述式の吸引量
をそれぞれ1 2或いは 1: 3と変えた場合に実際のl吸引量が流量計の指示通りになっているかどう
かを乾式カ。スメーターを接続して検討した。その結果は図7に示す通りである。
図 7 即ち，両者の吸引量が10t /min : 10 l/min. 
15 t /min : 15 t /minと1: 1の場合には問題は
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